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能
代
春
慶
塗
は
淡
黄
色
の
気
品
あ

る
漆
器
で
、
素
地
木
材
の
柾
目
が
透

け
て
見
え
る
美
し
さ
を
特
徴
と
す
る
。

明
治
期
の
博
覧
会
や
共
進
会
に
関
す

る
県
庁
文
書
に
は
、
能
代
春
慶
塗
の

出
品
さ
れ
た
記
録
が
少
な
く
な
い
。

図
は
、
明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）

に
東
京
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
、
山
本
郡

能
代
大
町
の
石
井
権
六
が
出
品
願
を

出
し
た
春
慶
塗
六
点
で
あ
る
「
他
に

も
、
能
代
か
ら
は
山
打
三
九
郎
、
石

岡
庄
寿
郎
ほ
か
が
春
慶
塗
の
出
品
願

を
出
し
て
い
る
。

第

一
国
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
ウ

ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会

（
一
八
七
三
）

を
範
と
し
、
明
治
十
年
に
国
内
産
業

と
貿
易
発
展
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

県
庁
文
書
中
の
第

一
国
内
国
博
報
告

書
に
は
、
能
代
春
慶
塗
が
全
国
に
冠

た
る
工
芸
品
で
、
特
に
石
岡
庄
寿
郎

の
出
品
は
鳳
紋
賞
牌
を
授
与
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

石
岡
に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万

博

の
他
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
万
博

（
一
八
七
六
）
に
も
出
品
し
て
高
い
評

価
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ア
メ

リ
カ
の
両
国
政
府
か
ら
賞
牌
を
授
与

さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（公
文
書
班
　
柴
田
　
知
彰
）
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「祭
魚
洞
文
庫
」
は
、
渋
沢
敬
三
の
日
本

常
民
文
化
研
究
所

（ア
チ
ッ
ク

・
ミ

ュ
ー

ジ
ア
ム
）
に
収
集
さ
れ
た
近
世
近
代
の
水

産
史
関
係
文
書
群
で
あ
る
。
文
庫
の
名
は

渋
沢
の
号
に
ち
な
む
。
渋
沢
は
、
昭
和
八

年
頃
か
ら
約

一
〇
年
間
に
わ
た
り
、
全
国

か
ら
水
産
史
関
係

の
文
書
を
収
集
し
た
。

収
集
方
法
は
、
所
蔵
者
か
ら
の
寄
贈
か
、

古
書
籍
商
か
ら
の
購
入
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

文
庫
は
、
戦
後
に
文
部
省
史
料
館
に
寄
贈

さ
れ
、
現
在
は
後
身
で
あ
る
国
文
学
研
究

資
料
館
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

当
館
で
は
、
平
成
十
四
年
度
に
右
文
庫

を
調
査
し
、
秋
田
県
庁
文
書

の
散
逸
分
、

県
水
産
会
の
文
書
な
ど
三
七
冊
を
確
認
し

た
。
当
館
所
蔵
資
料
を
補
う
も
の
と
判
断

し
、
十
四
年
度
事
業
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
化
を
行
な

っ
た
。

県
庁
文
書
か
ら
の
散
逸
が
確
実
な
も
の

は
、

「第
二
課
税
則
係
事
務
簿
」
お
よ
び

「勧
業
課
農
業
掛
事
務
簿
」

の
漁
業
之
部

三

一
冊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
八
年
か

ら
十
五
年
ま
で
の
も
の
だ
が
、
当
館
所
蔵

の
県
庁
文
書
に
は
十
六
年
以
降
の
漁
業
之

部
が
存
在
し
内
容
に
連
続
性
が
認
め
ら
れ

る
。

「第
二
課
税
則
係
事
務
簿
」

の

一
冊

に
は
、
神
奈
川
県
小
田
原
町
の
南
天
堂
書

店

へ
の
代
金
払
込
票
が
入

っ
て
い
る
。

県
庁
文
書
中
、
明
治
十
五
年
ま
で
の
漁

業
之
部
が
、
小
田
原
の
古
書
籍
商
の
手
に

渡

っ
た
明
確
な
経
緯
は
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
第
二
課
税
則
係
の
簿
冊
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
の

仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
当
館

の
県
庁
文
書
に
は
収
税
関

係
の
簿
冊
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
明

治
二
十
九
年
の

「税
務
管
理
局
官
制
」
公

布
で
、
府
県
の
収
税
事
務
が
大
蔵
省
の
地

方
機
関
に
移
管
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
第

二
課
税
則
係
の
漁
業
之
部
も
、
他
の
収
税

関
係
の
簿
冊
と
共
に
大
蔵
省
の
地
方
機
関

に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
い
つ
か
の
時
点
で
地
方
機
関
の

書
庫
整
理
な
ど
が
あ
り
、
廃
棄
分
が
古
書

籍
商
に
流
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
右
の
仮
説
で
は
、
勧
業
課
農
業

掛

の
漁
業
之
部
も
古
書
籍
商
に
渡

っ
た
経

緯
を
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
。
以
下
は

憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
収
税
関
係
の
簿

冊
を
引
き
渡
す
際
、
第
二
課
税
則
係
の
漁

業
之
部
と

一
緒
に
、
勧
業
課
農
業
掛
の
同

部
も
明
治
十
五
年
分
ま
で
運
び
出
し
て
し

ま

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
憶
測
は
、

明
治
二
十
九
年
当
時
、
県
庁
書
庫
内
の
簿

冊
配
架
が
ど
の
よ
う
な
秩
序
だ

っ
た
か
に

関
わ
る
。

漁
業
之
部
に
は
、
漁
業
権
に
関
す
る
申

請
ば
か
り
で
な
く
、
明
治
以
前
の
沿
革
調

査
や
絵
図
も
含
ま
れ
て
お
り
、
水
産
史
の

資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
秋
田
県
水
産
会

の
文
書
と
し
て

確
認
さ
れ
た
の
は
、

「秋
田
県
漁
業
取
締

規
則
」
、
「復
命
書
綴
　
秋
田
県
水
産
会
」
、

「昭
和
四
年
以
降
　
道
府
県
水
産
会
事
務

協
議
会
復
命
書
」
の
三
冊
で
あ
る
。
県
水

産
会
は
、
昭
和
十
年
の

「水
産
会
法
」
に

基
づ
き
、
翌
十

一
年
に
全
県
を

一
円
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
水
産
組
合

を
改
組
発
展
さ
せ
た
組
織
で
あ
る
。
事
業

内
容
は
、
漁
業
組
合
の
指
導
、
水
産
技
術

の
普
及
、
漁
扮

・
製
造

・
養
殖

の
指
導
、

講
習
講
話
そ
の
他
で
あ

っ
た
。
県
水
産
会

は
県
機
関
で
は
な
か

っ
た
が
、
事
務
所
は

県
庁
内
に
置
か
れ
、
郡
水
産
会
を
監
督
し

て
い
た
。

「祭
魚
洞
文
庫
」

の
県
水
産
会

文
書
に
は
、
当
時
の
漁
業
技
術
や
全
国
的

動
向
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。

こ
の
他
、

「第
壱
号
記
　
継
続
持
場
漁

業
願
許
可
書
」
は
県
庁
文
書
と
考
え
ら
れ

る
。

「秋
田
県
海
面
漁
獲
調
査
」
は
秋
田

県
水
産
試
験
場
の
刊
行
物
で
あ
る
が
、
出

所
が
県
庁
文
書
か
県
水
産
会
か
、
そ
れ
以

外
か
は
分
か
ら
な
い
。

「第
壱
区
第
二
類

水
産
博
覧
会
解
説
」
は
、
秋
田
県
か
ら
の

博
覧
会
出
品
者
が
農
商
務
省
農
務
局
に
提

出
し
た
出
品
解
説
等
で
あ
る
。
農
商
務
省

の
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（公
文
書
班
　
柴
田
　
知
彰
）
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明治 8年   1～ 6月 第三課税到係事務簿 漁業之部  壱番
10月 四番

11月 ハ番

9年 3月 壱番

6月 六番

6月 七番

0月 十三番

5^ 十四番

月 十九香

二十番

二十壱番

10年 3月 三番

4月 四番

五番

5～ 6月 六番

6～ 8月 七番

8～ 9月 八番

9～ 10月 九番

6～ 12月 追加壱番

H年 1～ 3月 壱番

3～ 7月 二番

11年 12月 ～12年 5月 勧業課農事掛事務簿 漁業之部  一番
13年 一番

8～ 10月 四番

10～ 12月 五番

14年 1 3月 一番

4～ 5月 二番

5月 三番

15年 3～ 二番

10～ 11月 六番

七番

明治 16年 弟壱区第二類水産博覧会解説

11～ 32年 第壱号記 継続持場漁業願許可書
大正 6年 ll田県海面漁獲調査

12年 秋田県漁業取締規則

昭和 復命書綴 秋田県水産会
4～ 10年 昭和四年以降 道府県水産会事務協議会

復命書
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平
成
十
五
年

一
月

二
十

四
日

（金
）
、

二
五
市
町
村
か
ら
文
書
管
理

・
保
存
に
携

わ
る
四
三
名
が
参
加
し
、

「市
町
村
合
併

と
公
文
書
保
存
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

市
町
村
合
併
が
進
行
し

つ
つ
あ
る
今
、

市
町
村
公
文
書
を
歴
史
的
記
録
と
し
て
保

存
し
て
い
く
こ
と
が
全
国
的
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
県
内
各

市
町
村
の
文
書
管
理
担
当
者
に
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
今
協
議
会

の
目
的
で

あ
り
、
こ
の
開
催
趣
旨
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
始
め
に
当
館
高

橋
館
長
よ
り
県
内
の
市
町
村
合
併
の
動
向

や
公
文
書
館
制
度
の
基
本
的
事
項
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

午
前
の
報
告
で
は
、
昨
年
十
月
に
開
催

さ
れ
た

「第

二
八
回
全
国
歴
史
資
料
保
存

機
関
連
絡
協
議
会
全
国
大
会
」
の
中
か
ら
、

当
館
柴
田
専
門
員
が
次
の
二
報
告
を
紹
介

し
た
。

「市
町
村
合
併
の
歴
史
と
史
料
保
存
」

（国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
丑
木
氏
）

「市
町
村
合
併
と
資
料
保
存
―
資
料
保
存

委
員
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
―
」

（松
本
市
文
書
館
福
島
氏
）

丑
木
氏
の
報
告
は
、
昭
和
の
町
村
合
併

時
に
役
場
文
書
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
た
事

例
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
教

訓
と
し
て
平
成
の
市
町
村
合
併
を
文
書
保

存
体
制
確
立
の
好
機
と
と
ら
え
、
市
町
村

職
員
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
文
書
保
存

に
取
り
組
む

こ
と
を
訴
え
た
内
容
だ

っ

た
。　
一
方
、
福
島
氏
の
報
告
は
、
全
史
料

協
資
料
保
存
委
員
会
が
全
国
の
市
町
村
を

対
象
に
行

っ
た
文
書
保
存
体
制
に
関
す
る

ア
ン
ヶ
ｌ
卜
の
結
果
を
報
告
し
た
も
の
で

あ
り
、
〈
′
回
は
そ
の
中
か
ら
秋
田
県
の
デ

ー
タ
を
抽
出
し
、
県
内
市
町
村
の
文
書
保

存
の
実
状
を
全
国
平
均
と
比
較
す
る
形
で

紹
介
し
た
。

午
後
の
報
告
で
は
、
横
手
市
総
務
部
政

策
調
整
課
市
史
編
纂

。
文
化
振
興
室
高
本

氏
が
、
昭
和
の
合
併
時
に
お
け
る
横
手
の

旧
町
村
の
文
書
保
存
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
横
手
市
史
編
纂
の
史
料
調
査
過
程

で
発
見
さ
れ
た
旧
町
村
役
場
の
文
書
保
存

状
況
と
、
冊
数
は
、
旧
町
村
に
よ

っ
て
大

き
な
差
が
あ

っ
た
。
そ
の
保
存
状
況
か
ら

は

「行
政
文
書
を
歴
史
的
資
料
と
し

て
保
存
し
よ
う
」
と
い
う
管
理
者

の

意
識
は
感
じ
ら
れ
ず
、
文
書
保
存

の

制
度
、
場
所
、
管
理

の
必
要
性
を
強

く
実
感

し
た
と

の
報
告

で
あ

っ
た
。

市
町
村
合
併
が
現
実
化
し
た
際
、
現

在

の
市
町
村
公
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ

の

市
町
村
が
存
在
し
た
証
で
あ
り
、
そ

れ
を
歴
史
資
料
と
し
て
残
し
て
い
く

こ
と
が
後
世

へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す

こ
と
に
な
る
と
い
う
高
本
氏

の
意

見
は
、
市
町
村
職
員
と
し
て
同
じ
立

場
に
あ
る
参
加
者
に
と

っ
て
、
文
書

保
存

の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
せ
る

内
容
だ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

報
告

に
続

い
て
行
わ
れ
た
情
報
交

換
で
は
、
農
協
や
漁
協
、
各
種
文
化
団
体

の
資
料
、
個
人
所
有

の
私
的
文
書
な
ど
、

公
文
書
以
外
の
地
域
史
料
に
つ
い
て
も
公

文
書
館
が
保
存

・
利
用
活
動
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
た
。

ま
た
、
文
書
保
存
の
重
要
性
が
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
市
町
村
の
実

状
や
、
実
際
の
合
併
協
議
に
お
い
て
文
書

保
存
が
議
論
さ
れ
て
い
な
い
点
等
が
参
加

者
よ
り
問
題
提
起
さ
れ
、
文
書
保
存

へ
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
県
や
公
文
書
館
が

各
市
町
村
に
指
導
、
助
言
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
に
つ
な
が

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
率
直
な
意
見
、
要
望
は
今

後
の
公
文
書
館
業
務
に
と

っ
て

一
つ
の
指

針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
資

料
を
保
存
し
、
地
域
住
民
が
活
用
で
き
る

体
制
を
作
り
上
げ
る
う
え
で
県
と
市
町
村

が
連
携
す
る
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
も

の
で
も
あ

っ
た
。
公
文
書
館
と
し
て
は
、

市
町
村
に
対
し
て
で
き
る
限
り
の
協
力
や

情
報
提
供
を
行
い
、
そ
う
し
た
連
携
体
制

を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
協
議
会
が
そ
の
第

一
歩
に
な
る
と

と
も
に
、
市
町
村
が
文
書
保
存
に
積
極
的

に
取
り
組
む
き

っ
か
け
と
な
り
、
更
に
文

書
保
存
問
題
が
合
併
協
議
に
お
け
る

一
つ

の
重
要
な
論
点
と
な

っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。



○

『事
業
年
報
』
第
十
号
の
発
行

○
『
研
究
紀
要
』
第
十
号
の
発
行

○

「公
文
書
館
だ
よ
り
」
第
十
八
号
の

発
行

○

企
画
展
　
一則
期
　
八
月
～
九
月

後
期
　
十
月
～
十

一
月

○

市
町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡

協
議
会

○

公
文
書
の
引
継
ぎ

○

教
育
委
員
会
所
管
公
文
書
の
引
継

○

行
政
資
料
所
在
調
査

○

公
文
書
の
目
録
整
備

○

行
政
資
料
の
目
録
整
備

○

公
文
書
及
び
行
政
資
料
の
公
開

冊
数
の
追
加

○

公
文
書
及
び
行
政
資
料
の
中
性
紙

保
存
箱

へ
の
収
納
促
進

○

公
文
書
の
保
存
及
び
廃
棄
の
選
別

○

公
文
書
の
廃
棄

○

県
政
映
画
の
補
修
及
び
恒
久
保
存

と
ビ
デ
オ
化

○

公
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化

※

公
文
書
の
特
別
整
理
に
伴
う

臨
時
休
館

（垣剖肘仁同％廿隷同
）

二
月
二
十
八
日
よ
り
当
館
で
は
、
昭
和

二
十
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
の
県
庁
文
書

も
閲
覧
利
用
で
き
ま
す

（個
人
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
含
む
文
書
以
外
）
。
終
戦
か
ら
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
調
印
ま
で
の

時
期
の
秋
田
県
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司

令
部
が
五
大
改
革
指
令
を
発
し
、
財
閥
解

体
や
農
地
改
革
、
教
育
制
度
の
改
革
な
ど

一
連
の
民
主
化
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
で
は
、
久
安
博
忠

。
池
田
欽
三

郎

・
磯
辺
巌

。
蓮
池
公
咲

。
渡
辺
瑞
美
の

官
選
知
事
を
経
て
、
二
十
二
年
の

「地
方

自
治
法
」
を
境
に
蓮
池
公
咲

。
池
田
徳
治

の
公
選
知
事
の
時
代
に
移
り
ま
し
た
。

写
真
は
昭
和
二
十

一
年

「閣
省
訓
令
通

牒
綴
」
で
、
今
回
閲
覧
提
供
さ
れ
る
も
の

の

一
冊
で
す
。
内
務
大
臣
官
房
や
各
省
課

長
か
ら
秋
田
県
知
事

へ
の
通
達
が
綴
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
文
書
は
各
府
県
に
通

達
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
終
戦
後
の
地
方
行

政
に
対
す
る
政
府
方
針
が
分
か
る
興
味
深

い
資
料
と
言
え
ま
す
。

昭
和

二
十

七
年

以
降

の

県

庁

文

書

に

つ
い

て
も
、

年
次

計
画

で
順
次

閲
覧

に

供
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、

「
官
報

」

（
国

の

公
報
）
や

「秋
田
県
公
報
」

な
ど
公
報
類

は
、
開
館

以

来
、

昭
和

二
十

年

以
降

の

も

の
も
閲
覧
利

用
に
供

し

て
い
ま
す
。

輛
絆
％
れ
一”一鮮

公
文
書
館
だ
よ
り
　
第
十
七
号
　
一
一

平
成
十
五
年
二
月
二
十

下
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

〒
〇

一
〇
―
〇
九
五
二
　
　
一．

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
十
三

一

容
〇

一
八

（八
六
六
）
八
〓
一〇
二

印
　
　
刷
　
太
陽
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刷
株
式
会
社


